
教育委員会事務局 特別支援教育室

令和３（2021）年度栃木県がん対策推進協議会資料

Ｒ３．11．25（木）

「本県における入院高校生への教育支援」
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■趣旨

長期入院高校生に対する教育支援の充実に資するため、

高等学校と特別支援学校の連携による支援体制の構築に

向けた実践研究を行う。
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自治医科大学附属病院と獨協医科大学病院の２つの大学病院
においては、特別支援学校分教室、高等学校及び病院の連携
体制を構築することができた。

入院高校生への教育支援体制整備事業（H30～R2年度）

平成30年度 令和元年度 令和２年度

自治医科大学附属病院 ４ ６ 12
獨協医科大学病院 １ ３ ３
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入院高校生へ教育支援を行う目的

病気療養中の生徒
病気や治療の不安
学習や友達関係等の不安

生徒に寄り添い、希望を確認しながら生徒の安心感を
高められるよう指導・支援を行うことが重要

教育支援を行う目的
①生活リズムを崩さず、可能な範囲で学習を進める
→円滑に学校復帰できるようにする

②在籍校・学級と交流を続ける
→前向きに治療を受ける
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分教室において生徒が受けられる支援の例

(1)学校提供課題
・プリント・問題集 等

(2)ICT機器を活用した学習・支援
・NHK高校講座の視聴
・録画授業の視聴
・同時双方向型授業の実施
・オンライン面談 等

(3)在籍校教員の訪問による面接指導
（事業費から旅費の負担あり）
・教員の病院訪問による対面指導
・定期テスト受検
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入院生徒が遠隔授業を受けている様子

初めての遠隔授業

翌日の授業に向けて
予習を進めています

先生の手元も映し出され
るので、実技の授業もス
ムーズに受けられます
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高等学校教員向け・地域病院向けリーフレット

「病気療養中の高校生に対する指導・
支援の充実に向けて」
（令和３年３月 特別支援教育室）

高等学校教員向け 地域病院向け

「高校生の入院中の学習支援や退院時
の情報共有について御理解と御協力を
お願いします」
（令和３年３月 特別支援教育室）



7

■趣旨

高等学校段階の病気療養中の生徒に対する教育支援を充実させる

ため、高等学校、特別支援学校及び病院との連携による支援体制を

強化するとともに、ＩＣＴを活用した遠隔教育や退院時の情報共有

等の効果的な実施に向け、調査研究を行う。

家庭
病院

高等学校 特別支援学校

入院高校生への教育支援充実事業（令和３年度～）
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病気療養中等の生徒の教育機会や復学支援に関する実態調査

調査の目的 各病院が行っている病気療養中等の生徒の教育支
援の実態を把握することにより、病気療養中等の生
徒に対する教育保障の充実に向けた今後の方策を
検討するため。

調査対象
（がん診療連携拠点病院等）

①県立がんセンター ②那須赤十字病院
③上都賀総合病院 ④済生会宇都宮病院
⑤自治医科大学附属病院 ⑥獨協医科大学病院
⑦足利赤十字病院 ⑧芳賀赤十字病院
⑨佐野厚生総合病院

調査方法 アンケート用紙をメールで送付

質問内容 ①令和２年度に入院した高校生の教育支援の実施
状況等について
②教育支援の環境について
③入院した高校生の教育支援や退院時の情報共有
を行う上での課題（自由記述）

県教育委員会では、今後とも入院高校生への教育支援の充実に
努めて参りますので、御支援をお願いいたします。


